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特集 新成人おめでとう

写真は早咲きの菜の花が満開の大神ファーム（見頃は２月中旬くらいまで）
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「これまで親に頼っていたので自

立するだけでなく周りの人も支え

ていきたい」

「実行委員としてみんなの意見を

まとめるのが大変だったけど、今

日はみんなの協力でうまくいった

と思います」

河野　絵梨奈さん

（成人式司会者で実行委員）

「まっすぐ生きたいです！」

　　児玉　ひかりさん

　　　　　　　（写真中央）

「初志貫徹、（自衛隊員として）国際問題を重く受け止め、

少しでも国防の役に立つように日頃からの訓練に励み、

プライベートでも恥ずかしくない生活をしていきたい」　

中野　翔允さん（写真左） 平成 25 年成人式実行委員会の皆さん

「
友
達
と
酒
を
飲
み
に
行
き
た
い
！
」

高
野
　
伸
悟
さ
ん

（
写
真
中
央
）

「調理師として、更に努力し、料理長になりたい」

　　内山　恭平さん（写真二列目左）

「仕事をしてお金を貯めて海外旅行に行きたい」

永友　円さん（写真右）

「上京して自分の店を持ちたい」

三好　彩純さん（写真左）

成
人
に
な
っ
て
一
言
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新
成
人
謝
辞

一
部
抜
粋
し
て
い
ま
す　

　
我
が
国
は
今
、
世
界
的
な
視
野
で
見

ま
す
と
難
し
い
立
場
に
あ
り
、
私
た
ち

新
成
人
は
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
将
来
を

真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
先
人
の
方
々
が
築
き
上
げ
て
く
だ
さ

っ
た
こ
の
伝
統
あ
る
美
し
い
日
本
、
そ

し
て
こ
の
国
に
住
む
私
た
ち
は
世
界
一

平
和
を
愛
す
る
国
民
と
し
て
誇
り
を
持

ち
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
未
成
年
と
い
う
こ
と

で
、
社
会
や
家
庭
に
甘
え
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
日
か
ら
は
大
人
社
会
の

一
員
と
し
て
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
自

分
た
ち
一
人
一
人
の
個
性
を
大
切
に
し

て
ど
ん
な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
、
ど
ん

な
道
に
迷
っ
て
も
自
分
の
道
を
歩
い
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
新
成
人
代
表
　
戸
田
　
遥

と
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
一
歩

一
歩
長
い
人
生
を
歩
ん
で
下

さ
い
」「
平
成
の
世
に
生
ま
れ
た

若
い
活
力
の
あ
る
皆
さ
ん
が
、

様
々
な
分
野
で
ご
自
分
の
力

を
発
揮
し
、
ご
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
心
か
ら
念
願
し
ま
す
」
と

述
べ
、
新
成
人
を
激
励
し
ま
し

た
。

　
続
い
て
、
佐
野
故
雄
日
出
町

議
会
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
来
賓
が
祝
福
。
新
成
人
を

代
表
し
て
阿
部
弘
義
さ
ん（
川

崎
）
と
佐
藤
亜
衣
さ
ん（
大
神
）

が 

20
歳
の
誓
い
を
述
べ
、戸
田

遥
さ
ん（
大
神
）が
謝
辞
を
述
べ

て
式
を
終
了
し
ま
し
た
。　

　
１
月
13
日
、
中
央
公
民
館

ホ
ー
ル
で
平
成
25
年
成
人
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
平
成
４
年
４
月
２

日
～
平
成
５
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
、男
子
１
５
８
名
、女
子

１
５
９
名
の
合
計
３
１
７
名
が

新
成
人
と
し
て
晴
れ
の
門
出
を

迎
え
、
１
９
４
名
が
成
人
式
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
工
藤
町
長
が
、「
大
人
で
あ
る

こ
と
の
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
、
仲
間

平
成
25
年
成
人
式

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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昨
年
は
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
日
本
人
か
ら
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

と
、
私
た
ち
に
多
く
の
感
動
と
希
望
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
そ
の
反
面
、
国
際
情
勢
の
悪

化
、
経
済
不
況
と
い
っ
た
不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、
年
末
の
総
選
挙
に
参
加
し

た
こ
と
で
政
治
経
済
に
広
く
関
心
を
持

ち
、
大
人
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
大

切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
い
ま
成
人
と
し
て
の
区
切

り
の
日
を
迎
え
、
大
人
へ
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
わ
け
で
す
が
、
震
災
復
興

に
向
け
た
問
題
、
少
子
高
齢
化
、
雇
用

不
安
な
ど
こ
れ
か
ら
私
た
ち
が
解
決
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
重
く
受
け
止
め
、

大
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
強
く
持

ち
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
小
さ
な

こ
と
へ
も
目
を
向
け
、
力
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
成
人
代
表
　
阿
部
　
弘
義

　
私
は
今
、
大
学
で
福
祉
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
学
び
の
中
で
、
社

会
に
は
多
く
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
が
、
私
た
ち
が
何
気
な
く
暮
ら
し
て

い
る
毎
日
は
、
決
し
て
当
た
り
前
で
は

な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ

ま
す
。

　
気
付
き
に
く
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
私
た
ち
が
今
こ
の
場
に
居
ら
れ

る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
だ
と
実
感
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し

て
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
二
十
歳
を
迎
え
た
今
、
成
人
の
仲
間

入
り
が
で
き
た
こ
と
に
大
き
な
喜
び
と
、

将
来
へ
の
希
望
に
胸
が
高
鳴
り
ま
す
。

　
同
時
に
成
人
と
し
て
の
意
識
を
持
ち

責
任
を
持
っ
た
行
動
を
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
の
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
は
私
た
ち
が
人
々
を
支
え
、
そ
し
て

日
出
町
に
貢
献
で
き
る
人
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

新
成
人
代
表
　
佐
藤
　
亜
衣

日出町出会い応援事業

リゾートホテルで過ごすカップリングパーティー
花々が咲きこぼれる春も、もう目の前。新しい季節に新しい出会いを見つけにいきましょう

■開催日 ３月17日（日）

■時　間 11時～13時30分

 （10時30分より受付開始）

■場　所 別府湾ロイヤルホテル

■定　員 男女各16名ずつ（抽選）

■対象者 30～40代の独身男女

■料　金 4,000円（※昼食付、ノンアルコール）

■受　付・問合先　政策推進課　☎73-3116

■締　切 ２月25日（月）

 ＊２月26日（火）よりおおいた出会い応援

　　　　　センターでも受付ます。

 ☎097-599-3179

＊参加決定の結果については３月８日（金）まで

に、おおいた出会い応援センターより連絡いたし

ます。

　参加決定の通知を受けてからのキャンセルは

できません。参加費全額のキャンセル料が発生

しますのでご注意ください。

＊健全な出会いイベントを運営するため、本人

確認や独身であることを確認させていただきま

す。詳しくはお電話でお問い合わせください。
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域
住
人
と
た
ぬ
き
の
化
粧
を

施
し
、
袢は

ん
て
ん纏

を
ま
と
っ
た
小

学
４
・
５
年
生
の
児
童
３
人
、

大
足
半
や
米
俵
を
天
秤
棒
を

使
っ
て
公
民
館
か
ら
運
び
ま
す
。

　
今
年
は
一
丸
瀬
奈
ち
ゃ
ん
と
、

河
野
悠
ち
ゃ
ん
、
２
軒
の
お
宅

へ
大
足
半
を
届
け
ま
す
。

　
暗
い
夜
道
に
置
か
れ
た
小
さ

な
竹
灯
籠
の
灯
り
が
そ
れ
ぞ
れ

の
家
へ
繋
が
る
道
を
照
ら
し
、

重
さ
６
㎏
程
の
大
足
半
を
担
い

だ
贈
り
手
た
ち
の
足
元
を
明
る

く
し
ま
す
。

　
玄
関
の
戸
を
開
け
「
祝
ぉ
お

ち
あ
ぐ
る
で
～
」
と
勢
い
よ
く

大
足
半
を
滑
り
込
ま
せ
る
と
、

「
お
お
ぃ
皆
来
い
。
誰
か
こ
げ
な

こ
と
し
ち
く
れ
た
で
～
」
と
、

最
初
に
気
づ
い
た
お
じ
い
さ
ん

の
声
を
合
図
に
赤
ち
ゃ
ん
を
抱

い
た
家
族
が
集
ま
り
ま
す
。

　
顔
を
隠
し
た
贈
り
手
の
正
体

を
探
ろ
う
と
、
お
酒
や
鏡
餅
を

振
舞
う
家
族
と
、
ひ
た
す
ら
正

体
を
隠
す
贈
り
手
と
の
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
や
り
と
り
は
、
大
変
ほ

ほ
え
ま
し
く
、
毎
年
多
く
の
報

道
陣
が
取
材
に
訪
れ
ま
す
。

　
２
件
の
お
宅
に
無
事
に
大
足

半
を
届
け
終
え
、
公
民
館
に
戻

る
と
、
原
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク

ラ
ブ
の
お
母
さ
ん
方
が
、
前
日
か
ら
市

場
に
買
い
出
し
に
出
か
け
て
作
っ
た
と

い
う
手
料
理
が
並
び
、
協
力
者
に
ふ
る

ま
わ
れ
ま
し
た
。

　
人
を
集
め
て
わ
い
わ
い
す
る
の
が
好

き
だ
と
い
う
原
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ

ブ
会
長
の
垣
迫
和
義
さ
ん
は
「
伝
統
を

残
す
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
が
、
こ

う
し
て
楽
し
み
な
が
ら
集
ま
る
こ
と
で

地
域
の
繋
が
り
を
強
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
お
か
げ
で
何
か
あ
っ
た
と
し
て
も

15
分
も
あ
れ
ば
集
ま
れ
る
機
動
力
が
あ

る
ん
で
す
よ
」
と
話
し
ま
す
。

　
地
域
の
宝
で
あ
る
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生

を
地
域
全
体
で
祝
い
、
ま
さ
し
く
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
皆
が
楽
し
む

こ
と
で
地
域
の
絆
を
よ
り
強
い
も
の
に

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、

大お
お
あ
し
な
か

足
半
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
藁
草
履

を
、
そ
の
年
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の

家
に
届
け
る「
か
せ
ど
り
」が
１
月
13
日
、

大
神
原
山
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
冷
た
い
雨
が
降
る
夕
方
に
も
関
わ
ら

ず
原
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
を
は
じ
め
地
域
の
住
民
が
数
多
く

参
加
し
ま
し
た
。

　
正
八
幡
本
宮
神
社
に
参
拝
し
た

後
、
仮
面
や
笠
で
正
体
を
隠
し
た
地

皆が笑って、楽しいのが１番

 地域ぐるみで
 赤ちゃんの
 健やかな成長を願う
 かせどり

贈り手と河野悠ちゃんのおじいさんとの

やりとり

12月初旬から原山ボランティアクラブの

有志が集まり、大半足を作る

小学生もたぬきの化粧をして天秤棒で米

俵を運ぶ

一丸瀬奈ちゃんと、そのご家族
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叙
勲

【
瑞
宝
単
光
章
】

元
団
長
　
　
　
　
　
　
　
安
部
愼
太
郎

消
防
庁
長
官
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

副
団
長
　
　
　
　
　
　
　
衛
藤
　
清
隆

【
永
年
勤
続
退
団
者
】

第
１
号
報
償
（
勤
続 

25
年
以
上
）

本
部
団
長　
　
　
　
　
　

安
部
愼
太
郎

第
１
分
団
分
団
長
　
　
　
山
本
　
眞
二

第
７
分
団
分
団
長
　
　
　
是
永
　
正
廣

第
６
分
団
第
２
部
部
長
　
山
田
　
秀
敏

第
４
分
団
第
２
部
部
長
　
今
宮
　
　
明

第
６
分
団
第
１
部
部
長
　
阿
南
　
正
信

第
７
分
団
第
１
部
部
長
　
是
永
　
久
美

第
６
分
団
第
３
部
班
長
　
阿
部
　
宏
幸

第
２
号
報
償
（
勤
続 

15
年
以
上
）

第
４
分
団
副
分
団
長
　
　
鶴
田
　
俊
昭

第
１
分
団
副
分
団
長
　
　
富
松
　
正
敏

第
４
分
団
第
２
部
部
長
　
衛
藤
　
辰
治

第
３
分
団
第
２
部
部
長
　
平
早
水
一
彦

第
１
分
団
第
２
部
部
長
　
河
野
　
倫
也

第
４
分
団
第
１
部
班
長
　
堀
　
　
公
博

第
１
分
団
第
１
部
班
長
　
三
浦
　
利
幸

第
６
分
団
第
１
部
班
長
　
後
藤
　
将
児

第
７
分
団
第
１
部
班
長
　
末
綱
　
哲
男

第
２
分
団
第
２
部
団
員
　
垣
迫
　
　
誠

　1 月12 日、新年恒例の消防団出初式が日出中学校グラウンドで行われました。消防団の

指揮命令系統や機械器具の操作などを確認し、団員の服装点検や、消防車両・機械器具の

維持管理状況、消防ポンプによる放水動作などの点検も行います。この日は天候にも恵ま

れ、中村健治団長以下253名の消防団員が日頃の訓練の成果を披露しました。

　休憩時間には、幼年防火クラブ員の大神・日出両保育園の園児125名が、鼓笛隊の演技を

披露して出初式に華を添えた他、藤原南部婦人防火クラブの皆さんが手造りの甘酒をふる

まい、たいへん好評でした。

　特別点検終了後は、昨年の消防団活動における功労者が表彰され、最後に中村団長が

「火の用心三唱」で今年一年間の日出町の無火災を祈念しました。

　表彰された方々は以下のとおりです。

平
成
25
年 

消
防
団
出
初
式

　
　（
日
出
町
消
防
団
特
別
点
検
）

町民の生命と財産を守る

中村健治団長の指揮の下

整列する消防団員

決意新たに！
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日
本
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
績
章
】

団
長
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
健
治

【
精
績
章
】

元
団
長
　
　
　
　
　
　
　
安
部
愼
太
郎

第
１
分
団
元
分
団
長
　
　
山
本
　
眞
二

【
勤
続
章
】

第
３
分
団
分
団
長
　
　
　
田
邉
　
正
二

第
３
分
団
第
１
部
団
員
　
三
浦
　
勇
一

大
分
県
知
事
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

第
５
分
団
分
団
長
　
　
　
青
柳
　
年
明

大
分
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

35
年
表
彰

本
部
団
長
　
　
　
　
　
　
中
村
　
健
治

本
部
副
団
長
　
　
　
　
　
青
柳
　
潤
治

30
年
表
彰

第
５
分
団
分
団
長
　
　
　
青
柳
　
年
明

25
年
表
彰

第
７
分
団
分
団
長
　
　
　
吉
野
　
勝
久

第
１
分
団
第
１
部
班
長
　
小
石
　
秀
行

第
２
分
団
第
２
部
団
員
　
宮
下
　
弘
樹

第
２
分
団
第
２
部
団
員
　
戸
田
　
大
海

第
７
分
団
第
１
部
団
員
　
末
綱
　
　
毅

20
年
表
彰

第
１
分
団
副
分
団
長
　
　
阿
部
　
　
勝

第
７
分
団
第
２
部
班
業
　
大
原
　
義
信

第
３
分
団
第
２
部
団
員
　
福
田
　
耕
次

第
４
分
団
第
２
部
団
員
　
藤
本
　
孝
博

第
５
分
団
第
１
部
団
員
　
秋
山
　
和
美

【
永
年
勤
続
退
団
者
】（
勤
続
15
年
以
上
）

消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
退
団
表
彰
者
と

同
じ

日
出
町
長
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
者
】

15
年
表
彰

第
３
分
団
第
２
部
部
長
　
笠
置
　
秀
幸

第
４
分
団
第
１
部
部
長
　
佐
藤
　
道
智

第
５
分
団
第
３
部
部
長
　
髙
橋
　
康
治

第
６
分
団
第
２
部
部
長
　
本
田
　
清
美

第
６
分
団
第
３
部
部
長
　
本
城
　
　
学

第
３
分
団
第
２
部
班
長
　
笠
置
　
哲
也

第
６
分
団
第
２
部
班
長
　
上
田
　
浩
二

第
１
分
団
第
３
部
団
員
　
内
田
　
健
児

第
１
分
団
第
３
部
団
員
　
辻
本
　
敬
治

第
３
分
団
第
２
部
団
員
　
尾
越
　
浩
之

第
４
分
団
第
４
部
団
員
　
二
宮
　
雅
徳

第
５
分
団
第
３
部
団
員
　
荒
金
　
　
良

第
６
分
団
第
１
部
団
員
　
大
隈
　
宏
一

10
年
表
彰

第
７
分
団
副
分
団
長
　
　
吉
野
　
茂
樹

第
１
分
団
第
１
部
団
員
　
河
野
　
智
史

第
１
分
団
第
４
部
団
員
　
渡
邉
　
正
和

第
１
分
団
第
４
部
団
員
　
永
塚
　
忠
雄

第
１
分
団
第
４
部
団
員
　
和
田
　
悦
史

第
１
分
団
第
４
部
団
員
　
重
盛
　
　
慶

第
２
分
団
第
１
部
団
員
　
上
野
　
慎
司

第
３
分
団
第
１
部
団
員
　
桂
木
　
政
治

第
３
分
団
第
１
部
団
員
　
手
崎
　
　
豊

第
５
分
団
第
２
部
団
員
　
髙
茂
　
正
義

第
５
分
団
第
２
部
団
員
　
芝
関
　
和
則

第
６
分
団
第
２
部
団
員
　
刀
根
　
　
巌

第
６
分
団
第
３
部
団
員
　
岩
﨑
　
　
誠

【
優
秀
部
（
年
間
成
績
第
１
位
）】

第
６
分
団
第
３
部

【
優
良
部
（
年
間
成
績
第
２
位
）】

第
４
分
団
第
１
部

【
努
力
部
（
年
間
成
績
第
３
位
）】

第
４
分
団
第
３
部

【
優
良
分
団
】

第
４
分
団	

	

日
出
町
消
防
団
長
表
彰

【
火
災
予
防
広
報
実
践
優
秀
部
】

第
１
位　

第
６
分
団
第
２
部

第
２
位　

第
２
分
団
第
１
部	

第
３
位　

第
１
分
団
第
３
部



8

広報ひじ・町ホームページ・公用車広告募集
■広告掲載期間　平成25年４月１日～平成26年

　　　　　　　　3月31日

■申込期限　　　2月28日（木）

 　＊予定数に達しない場合は随時

■広告の規格

【広報ひじ】

○掲載場所 「暮らしの掲示板」最下段ほか

○掲載期間 １ヶ月～12ヵ月

○掲載料金 １枠（8.4cm×６cm）１万円／月

＊２枠分を１枠として掲載することも可能

【町ホームページ】

○広告の種類 バナー広告

○掲載場所 トップページ

○枠数 20枠

○掲載期間 １ヶ月～12ヵ月

○掲載料金 １枠（縦55pix×横140pix）5千円／月

【公用車】

○掲載場所　車両の左右両面

○掲載期間　１ヶ月～12ヵ月

○掲載料金　

　４千円／月

　　縦20cm×横40cm・縦20cm×横50cm

　　縦25cm×横40cm・縦25cm×横50cm 

　６千円／月

　　縦40cm×横70cm・縦50cm×横70cm

■申込・問合先

「広報ひじ」「町ホームページ」について　

 政策推進課　☎73－3116

「公用車」について  財政課　　　☎73－3153

＊広告素材は、広告主が作成してください。
＊掲載広告として適当でないと判断された場合
には、掲載できかねますのでご了承ください。
詳しいサイズや形式は直接お問い合わせく
ださい。

食品添加物について考えてみませんか？

安全・安心な　食の講演会
■日時 ２月16日（土）14時～16時20分（開場13時30分）

■場所 中央公民館　ホール

■演題 食の本当の豊かさとは？

 ～子どものためにできること～

■定員 300名（予約不要・無料）

■問合先　健康増進課長寿健康係　☎73-3130

　　　　　政策推進課政策企画係　☎73-3116

　食品添加物のスペシャリストである講師が、添加物

の現状や安全・安心な食についての講演を行います。

参加費無料・予約不要です。お気軽にご参加ください。

■講師　安部　司（あべ　つかさ）氏

　食品ジャーナリスト　食品添加物の現状、食生活の

危機を訴えた『食品の裏側』著者。現在、無添加食品の

開発や伝統食品の復興、有機農産物の販売促進に取

り組んでいる。

入札参加資格審査申請の受付
平成25年度に日出町が行う入札の参加希望業者を受付します。

■業　　種　建設工事・建設コンサルタント等

■受付期間　２月１日（金）～２月28日（木）

　　　　　　＊郵送の場合は２月28日必着

■申請条件

　・日出町の入札参加申請条件に準じます

　・詳細については、町ホームページをご覧ください。

■申込・問合先　契約検査室　☎73-3117
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平
成
25
年
の
明
る
い
展
望
に
期
待

　

長
い
間
、
景
気
の
低
迷
が
続
い
て
、
未
だ
回

復
の
兆
し
が
見
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、昨
年
暮

れ
に
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ
、新
た
な

政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

新
内
閣
の
下
で
景
気
浮
揚
、被
災
地
の
復
興

支
援
、地
域
活
性
化
対
策
を
最
優
先
課
題
と
し

た
13
兆
円
余
の
平
成
24
年
度
補
正
予
算
の
全

容
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
25
度
予
算
の
編
成
作
業
が
行
わ

れ
、90
兆
円
を
超
え
る
規
模
の
予
算
と
も
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
総
選
挙
時
期
と
前
後
し
て
、
円
安
、
株

高
が
顕
著
と
な
っ
て
き
て
お
り
、輸
出
関
係
者

は
歓
迎
の
意
向
を
示
し
、一
方
、
輸
入
関
係
者

は
業
績
の
悪
化
や
生
活
関
連
経
費
の
値
上
が

り
を
訴
え
て
、双
方
で
賛
否
両
論
が
盛
ん
に
唱

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

是
非
と
も
こ
の
機
会
に
、長
く
続
く
沈
滞
し

た
雰
囲
気
を
払
い
の
け
、景
気
の
浮
揚
や
雇
用

の
増
加
、
回
復
、
さ
ら
に
は
、
社
会
、
経
済
情
勢

の
安
定
化
に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
整
備
が
目
白
押
し

　

新
年
を
迎
え
、す
で
に
１
か
月
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
平
安
、
ご

多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

さ
て
、
私
も
つ
つ
が
な
く
越
年
し
、
外
出
は

新
年
２
日
に
町
内
で
の
三
社
参
り
だ
け
で
、あ

と
は
自
宅
で
年
賀
状
に
目
を
通
し
な
が
ら
の

雑
用
で
静
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

４
日
は
早
々
に
杵
築
速
見
環
境
浄
化
組
合
、

次
い
で
杵
築
速
見
消
防
組
合
日
出
消
防
署
の

仕
事
始
め
式
、そ
し
て
役
場
内
で
初
の
課
長
会

議
、続
い
て
職
員
の
皆
さ
ん
へ
の
年
頭
職
員
訓

示
と
あ
わ
た
だ
し
い
仕
事
始
め
と
な
り
ま
し

た
。11
時
か
ら
は
町
内
有
志
の
皆
さ
ん
が
集
う

中
央
公
民
館
で
の
新
年
互
礼
会
に
参
加
し
て

午
前
中
を
終
え
ま
し
た
。

　

さ
て
、
町
長
就
任
か
ら
８
年
間
を
経
過
。
昨

年
８
月
の
町
長
選
で
３
期
目
の
町
政
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
、す
で
に
５
か
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。こ
れ
ま
で
掲
げ
た「
町
政
の
刷
新
」、「
浮

揚
に
挑
戦
」、
さ
ら
に
は「
自
立
、
活
力
、
発
展
」

の
各
施
策
の
反
省
の
上
に
立
っ
て
、町
民
の
皆

さ
ん
の
参
加
、
職
員
の
皆
さ
ん
の
創
意
工
夫
、

英
知
を
集
め
て
誠
心
誠
意
、公
正
な
態
度
で
町

政
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
推
進
し
た
財
政
の
健
全
化
で

は
財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
の
積
み
増
し

が
出
来
、ま
た
借
金
で
あ
る
起
債
残
高
も
着
実

に
減
少
し
て
き
て
お
り
、自
立
の
町
政
は
お
お

む
ね
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
中
で
、昨
年
は
日
本
テ
キ
サ
ス
イ
ン

ス
ツ
ル
メ
ン
ツ
日
出
工
場
の
閉
鎖
問
題
が
年

明
け
に
発
表
さ
れ
、
多
く
の
皆
様
に
不
安
、
心

配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。そ
し
て
今
年
６
月
ま

で
に
工
場
が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。今
年
早
々
か
ら
雇
用
問
題
が
大
き
な
課

題
と
な
り
ま
す
の
で
、大
分
県
と
も
連
携
し
な

が
ら
対
処
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
後
半
に
は
、豊
岡
小
学
校
の
建
設

が
中
断
す
る
事
態
も
あ
り
ま
し
た
が
、す
で
に

工
事
を
再
開
し
、今
年
５
月
末
の
完
成
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。遅
く
な
り
ま
し
た
こ
と
を
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、日
出
町
は
以
前
か
ら
３
万
人
の
人
口

増
加
の
町
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、平
成
22
年

10
月
の
国
勢
調
査
結
果
で
５
８
１
人
の
増
に

止
ま
っ
て
お
り
、住
民
基
本
台
帳
上
で
は
昨
年

末
現
在
で
２
万
８
千
８
８
８
人
に
止
っ
て
い

ま
す
。
人
口
増
加
を
唱
え
な
が
ら
、
状
況
は
必

ず
し
も
は
か
ば
か
し
く
な
く
、今
後
効
果
的
に

成
果
を
挙
げ
る
各
種
の
施
策
、取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、今
年
の
施
設
整
備
面
の
課
題
と
し

て
、杵
築
速
見
消
防
組
合
本
部
庁
舎
の
通
信
施

設
デ
ジ
タ
ル
化
、藤
ヶ
谷
清
掃
セ
ン
タ
ー
施
設

事
業
の
継
続
、杵
築
速
見
環
境
浄
化
組
合
設
備

の
更
新
事
業
、町
下
水
道
浄
化
施
設
の
第
３
系

統
の
改
修
・
整
備
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
老
朽
化
し
て
い
る
藤
原
小
学
校
、大

神
小
・
中
学
校
体
育
館
施
設
等
の
耐
震
強
化
の

取
り
組
み
も
差
し
迫
っ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
耐
震
化
を
最
重
点
に

　

現
在
、
平
成
25
年
度
予
算
編
成
作
業
中
で

あ
り
ま
す
の
で
、
中
・
長
期
的
な
展
望
に
立
っ

た
計
画
の
下
に
、ま
た
今
後
予
定
さ
れ
る
諸
事

業
に
お
い
て
、
町
民
皆
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
満

足
度
を
高
め
る
よ
う
、財
政
運
営
の
全
体
を
考

え
な
が
ら
、前
述
の
施
設
改
善
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
み
、解
決
を
目
指
し
ま
す
。

　

日
出
町
は
素
晴
ら
し
い
歴
史
的
、文
化

的
遺
産
、さ
ら
に
恵
ま
れ
た
海
、山
、水
な

ど
の
自
然
が
あ
り
、交
通
の
要
衝
地
で
も

あ
り
ま
す
。

　

資
源
や
豊
富
な
人
材
を
生
か
し
て
、磨

き
を
か
け
れ
ば
更
に
住
み
よ
い
町
と
し

て
評
価
を
得
る
こ
と
が
出
来
、も
っ
と
発

展
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
次
の
こ
と
を
重
視
し
ま
す
。

１　

企
業
誘
致
や
交
流
人
口
を
増
や
し
、

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、定
住
人
口
を

増
や
し
賑
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

２　

暘
谷
駅
周
辺
整
備
と
都
市
計
画
決

定
、
複
合
施
設
の
誘
致
、
ま
た
日
出
城
址

周
辺
の
景
観
保
全
と
観
光
拠
点
づ
く
り

を
推
進

３　

医
療
対
策
、教
育
、高
齢
者
・
子
育
て

支
援
な
ど
福
祉
施
策
の
充
実
、
商
工
業
・

農
業
・
水
産
業
を
振
興
し
、
後
継
者
を
育

成４　

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
、地
域
文
化

活
動
を
推
進
し
、日
出
町
の
魅
力
を
発
信

５　

道
路
交
通
体
系
の
整
備
・
国
道
10

号
線
日
出
区
間
の
４
車
線
化
と
平
成
25

年
度
中
の
開
通
、
県
道
の
改
良
促
進
、
主

要
町
道
な
ど
町
単
独
事
業
の
推
進
等
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

昨
年
の
町
長
選
に
当
た
っ
て「
協
働
で

育
む
元
気
、
発
展
の
ひ
じ
町
」 

「
対
話
と

ふ
れ
合
い
」を
掲
げ
、強
調
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
た
ち
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

進
取
の
気
風
を
培
い
、マ
ン
ネ
リ
化
を
排

し
、日
々
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
、元
気
、

発
展
の
町
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
き
ま

す
。

(

次
号
へ
つ
づ
く)

日出町長　工藤　義見

そ の 71

だ
よ
り
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 TOWN　TOPICS
　　　　　　　まちの話題　1月
　日出町 facebook
   パソコンでも身近な情報が満載
  http://www.facebook.com/hijimachi　

日
出
町
夢
を
育
む
ス
ポ
ー
ツ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

巨
人
軍
Ｏ
Ｂ
野
球
教
室

　
１
月
20
日
、
読
売
巨
人
軍
O
B
で

プ
ロ
野
球
解
説
者
の
吉
村
禎
章
さ
ん

と
宮
本
和
知
さ
ん
を
招
い
て
、「
読

売
巨
人
軍
O
B
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
が
ホ
テ
ル
ソ
ラ
ー
ジ
ュ
大

分
・
日
出
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
町
内
の
少
年
野
球

チ
ー
ム
か
ら
小
学
生
約
１
２
０
人
が

参
加
し
、
打
撃
や
守
備
の
練
習
方
法

を
基
礎
か
ら
教
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
メ
ン
タ
ル

を
鍛
え
る
に
は
」
の
問
い
に
「
次
の

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
前
向

き
に
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
」
な

ど
、
２
人
は
心
が
け
に
つ
い
て
も
子

ど
も
た
ち
に
優
し
く
指
導
し
て
い
ま

し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
に
残
る
、

そ
し
て
、
大
き
な
夢
を
与
え
る
野
球

教
室
で
し
た
。　

個
性
豊
か
な
小
さ
な
鬼
が
た
く
さ
ん

節
分
グ
ッ
ズ
作
り

　
１
月
22
日
、さ
ざ
ん
か
児
童
館
で
、節

分
グ
ッ
ズ
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
参
加
し
た
の
は
、
３
～
５
歳

の
子
ど
も
と
保
護
者
約
20
名
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
紙
皿
に
好
き
な
色

を
塗
り
、
お
母
さ
ん
が
切
り
抜
い
た
目

や
鼻
を
貼
り
付
け
、
世
界
で
１
つ
だ
け

の
鬼
の
お
面
を
作
り
ま
し
た
。
笑
っ
て

い
た
り
、
怒
っ
て
い
た
り
表
情
豊
か
な

鬼
の
お
面
が
た
く
さ
ん
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
は
、
出
来
上
が
っ

た
お
面
を
眺
め
な
が
ら
「
お
父
さ
ん
に

見
せ
て
、
節
分
の
日
に
は
こ
れ
を
付
け

て
豆
ま
き
を
す
る
」
と
節
分
の
日
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

平
時
か
ら
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
演
会

　
１
月
16
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
演
会
」
が
開
か
れ

町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
個
人
約

50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
分
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
の
村
野
淳
子
氏
が
、
東
北
の
被

災
地
で
の
体
験
を
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
交
え
な

が
ら
語
り
「
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
集
落
単
位
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
が
重
要
」と
話
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
現
地
に
行
っ
た
人
の
話

を
聞
い
て
改
め
て
切
実
に
考
え
た
。
生

の
声
を
聞
け
る
機
会
を
定
期
的
に
開
い

て
ほ
し
い
」と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
大
分
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
所
長
の
甲
斐
賢
二
氏

が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い

環
境
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
頃
か

ら
情
報
を
共
有
で
き
る
仕
組
み
を
作
っ

て
お
く
と
良
い
」と
話
し
ま
し
た
。　 大分県ボランティア市民活動センター所長の

甲斐賢二氏



 

致
道
館
雑
話
第九回

　

町
内
大
神
地
区
の
地
名
と
な
っ
た
元

は
、
こ
こ
に
本
拠
を
置
い
た
古
代
豪
族
・

大お

お

が神
氏
。
宇
佐
八
幡
宮
を
創
建
し
た
大
神

比ひ

ぎ義
は
６
０
０
年
代
の
人
と
言
わ
れ
、
そ

の
一
族
は
豊
後
一
帯
に
広
が
り
、
緒
方
、

臼
杵
、
佐
伯
、
大
野
氏
を
名
乗
り
ま
し
た
。

　

こ
の
豊
後
・
大
神
氏
は
出い

ず
も
の
く
に

雲
国
系
と
い

わ
れ
る
大や

ま

と和
・
大お

お
み
わ神

氏
と
同
根
な
の
か
、

今
一
つ
不
明
で
す
。

　

豊
後
・
大
神
氏
系
統
は
平
安
末
期
の

源
平
時
代
、
九
州
武
士
団
を
率
い
て
源

義よ
し
つ
ね経

を
支
え
た
緒
方
惟こ

れ
よ
し栄

の
活
躍
を
最

後
に
表
舞
台
か
ら
消
え
て
い
き
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
源
頼よ

り
と
も朝

の
子

と
も
い
わ
れ
る
大
友
能よ

し
な
お直

軍
が
豊
後
入
り

し
、
大
神
地
区
大
神
氏
は
大
友
家
の
養
子

を
入
れ
、
大
友
系
大
神
氏
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
家
臣
団
を
含
め
て
、
大
神
の

伝
統
と
力
を
保
持
し
て
い
た
の
か
、
戦
国

時
代
、大
友
義よ

し
あ
き鑑（

宗そ
う
り
ん麟

の
父
）
に
よ
っ
て
、

大
神
親ち

か
て
る照

主
従
75
人
が
府
内
に
呼
び
出

さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
謀
反
の
疑
い
と
し

て
全
員
が
諜
殺
さ
れ
る
と
い
う
悲
惨
な
歴

史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
無
実
と
判
り
、
小
藩
主
と
し

て
存
続
し
ま
し
た
が
、
豊
後
北
部
は
大
友

分
家
の
木
付
、
田
原
氏
が
台
頭
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
神
氏
は
千
年
余
の
豊
後
の

歴
史
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　
　
　
　
　

館
長
・
佐
藤
雅
秀
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元
旦
に
迎
え
た
誕
生
日

私
が
も
う
１
０
０
歳
で
す
か

　
１
月
１
日
に
め
で
た
く
１
０
０
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
た
河
内
チ
ト
セ
さ
ん
宅
を
１
月

７
日
に
町
長
が
訪
れ
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　
料
理
好
き
の
河
内
さ
ん
は
、30
年
程
前
ま

で
自
ら
が「
お
ば
ち
ゃ
ん
食
堂
」と
言
う
食
堂

の
女
将
さ
ん
と
し
て
店
を
切
り
盛
り
し
て
い

ま
し
た
。学
校
帰
り
の
高
校
生
が
自
慢
の
焼

き
そ
ば
や
お
で
ん
を
食
べ
て
喜
ぶ
顔
を
見
る

の
が
嬉
し
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　
町
長
の
お
祝
い
の
言
葉
に
対
し
河
内
さ

ん
は「
も
う
私
が
１
０
０
歳
で
す
か
？
び
っ

く
り
し
ま
す
ね
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　「
死
ぬ
ま
で
勉
強
で
す
」と
い
う
活
字
好
き

の
河
内
さ
ん
は
、自
身
の
蔵
書
を
読
む
よ
う

お
孫
さ
ん
に
薦
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

地
域
消
費
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

麹
文
化
は
日
本
だ
け
の
も
の

　
１
月
22
日
、
中
央
公
民
館
で
地
域
消

費
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
協
力
も

行
う
、
別
府
大
学
の
岡
本
啓け

い

こ湖
氏
を
迎

え
「
麹
文
化
に
学
ぶ
食
生
活
～
安
全
な

食
生
活
を
次
世
代
へ
～
」
と
題
し
た
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
話
題
の
塩
麹
の
上
手
な
使
い
方
や
、

塩
麹
を
作
る
場
合
の
配
合
比
、
身
近
に

あ
る
麹
を
使
っ
た
食
品
を
挙
げ
、「
麹

を
使
っ
て
美
味
し
け
れ
ば
、
人
に
伝
え

た
く
な
る
。
多
く
の
人
に
麹
の
良
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
」
ま
た
、「
日
本
だ
け

に
し
か
な
い
麹
文
化
、
麹
を
日
常
的
に

使
う
こ
と
で
、
後
世
に
語
り
継
い
で
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

授
業
を
通
じ
て
生
ま
れ
た
交
流
続
く

学
生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

意
見
発
表

　

１
月
23
日
、
豊
岡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

分
館
で
Ａ
Ｐ
Ｕ
学
生
が
考
え
た
、
ま
ち
づ

く
り
の
意
見
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
～
７
人
ず
つ
に
分
か
れ
た
10
グ

ル
ー
プ
の
学
生
が
実
際
に
豊
岡
の
町
を

歩
き
、
地
域
の
人
と
触
れ
合
っ
て
感
じ
た

魅
力
と
、
ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い
く
か

を
発
表
す
る
も
の
で
す
。

　
昨
年
12
月
、
地
元
で
行
わ
れ
た
マ
ル

シ
ェ
に
参
加
し
た
学
生
は
、
来
場
者
向
け

に
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
も
務
め
、
そ
の
際
使

用
し
た
マ
ッ
プ
を
も
と
に
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
付
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
設

定
や
、
訪
れ
る
人
が
そ
れ
ぞ
れ
豊
岡
の

魅
力
を
発
見
す
る
た
め
の
散
歩
コ
ー
ス

の
提
案
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
授
業
を
通
じ
て
生
ま
れ
た
地
域
の
人

と
の
交
流
は
今
も
続
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
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め
し
ま
す
。

■
申
込
可
能
期
間

　
２
月
１
日

（金）
～
平
成
26
年
３
月
28
日

（金）

■
共
済
期
間
　
　
　

・
平
成
25
年
３
月
29
日

（金）
ま
で
に
申

し
込
ん
だ
場
合
は
４
月
１
日

（月）
～
平

成
26
年
３
月
31
日

（月）

・
平
成
25
年
４
月
１
日

（月）
以
降
に
申

し
込
ん
だ
場
合
は
加
入
日
翌
日
～
平

成
26
年
３
月
31
日

（月）

■
共
済
掛
金

　
１
人
３
６
０
円
（
１
人
１
口
に
限
る
）

■
申
込
・
問
合
先
　
生
活
環
境
課
　
　

　
☎
73
‐
３
１
２
８

経
済
的
に
お
困
り
の
保
護
者
に　

就
学
援
助
を
し
ま
す

　
小
・
中
学
校
へ
通
う
お
子
さ
ん
の
い

る
ご
家
庭
で
、
就
学
費
用
の
負
担
が
困

難
な
場
合
、
学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
、

修
学
旅
行
費
等
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

■
支
給
基
準

原
則
と
し
て
、
平
成
25
年
度
市
町
村

民
税
の
所
得
割
額
が
非
課
税
の
世
帯

■
支
給
方
法

７
月
・
12
月
・
３
月
に
指
定
の
口
座

へ
振
り
込
み
ま
す
。

■
申
込

２
月
22
日

（金）
ま
で
に
申
請
書
を
学
校

に
提
出
し
て
下
さ
い
。
申
請
書
は
各

学
校
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先
　
日
出
町
教
育
委
員
会
　

　
☎
73-

３
１
５
７

日
出
町
臨
時
職
員
募
集
！

■
業
務
内
容

　
情
報
誌
の
制
作
・
取
材

■
採
用
人
数

　
・
編
集
者
　
１
名

　
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
　
１
名

■
条
件
　
　

【
共
通
】
職
務
遂
行
に
支
障
が
な
く
、

良
好
な
健
康
状
態
で
あ
る
こ
と
・
普

通
免
許

　【
デ
ザ
イ
ナ
ー
】

　In
D

esign

・Illu
strato

r

・

　P
h
o
to

sh
o
p

を
使
え
る
方

■
雇
用
期
間

　
原
則
６
ヶ
月
以
内（
最
長
１
年
間
）

■
勤
務
時
間

　
８
時
30
分
～
17
時（
応
相
談
）

■
賃
金
　
１
日
６
、８
０
０
円

＊
応
募
の
際
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職

申
込
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
政
策
推
進
課

　
☎
73
‐
３
１
１
６

声
の
町
報

　
広
報
ひ
じ
は
視
覚
障
害
を
持
つ
町
民

の
方
向
け
に
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
「
広
報
ひ
じ
」
の
朗
読
Ｃ
Ｄ
の
利

用
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ご
家
族
や

お
知
り
合
い
に
利
用
希
望
の
方
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
政
策
推
進
課
　

　
☎
73
‐
３
１
１
６
　

日
本
TI 

（株）
日
出
工
場

従
業
員
相
談
窓
口
設
置

　
日
本
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ツ
日

出
工
場
が
6
月
末
で
の
閉
鎖
を
発
表
し
て

い
る
こ
と
に
伴
い
、従
業
員
向
け
の
相
談
窓

口
を
商
工
観
光
課
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
窓
口
で
は
、従
業
員
の
方
の
再
就
職
相

談
は
も
ち
ろ
ん
、退
職
時
の
行
政
手
続
き

に
つ
い
て
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
問
合
先
　
商
工
観
光
課

　
☎
73
‐
３
１
５
８

城
下
町
ひ
じ　

ひ
な
祭
り

　
今
年
も
、
二
の
丸
館
や
裏
門
櫓
を
中

心
に
町
内
各
所
で「
城
下
町
ひ
じ
　
ひ
な

ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
開
催
期
間
　
２
月
16
日

（土）
～
３
月
３
日

（日）

　
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
的
山
荘
で
行
わ
れ
ま
す
。

＊
田
代
純
子
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト

＊
２
月
24
日

（日）
　
12
時
30
分
～

　
　
南
彗え

し
ょ
う昭
氏
に
よ
る
出
前
歌
説
法

＊
３
月
２
日

（土）
　
14
時
～

　
　
講
座
「
成
清
家
と
的
山
荘
」

■
問
合
先
　
日
出
町
観
光
協
会

　
☎
72
‐
４
２
５
５
　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

　
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
保
険
料

が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
、
金
融
機

関
に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
も

な
く
大
変
便
利
で
す
。ま
た
、口
座
振
替

に
は
お
得
な
早
割
制
度
や
前
納
制
度
も

あ
り
ま
す
。

＊
１
年
度
分
及
び
６
カ
月
分（
４
月
～

９
月
分
）
前
納
の
お
申
し
込
み
は
２
月

末
ま
で
で
す
。

■
問
合
先
　
住
民
課
年
金
係

　
☎
73
‐
３
１
２
２

「
老
齢
年
金
請
求
」、「
遺
族
・
未

支
給
請
求
」
等
の
相
談
に
つ
い
て

　
別
府
年
金
事
務
所
で
は
事
前
に
予
約

し
て
相
談
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

■
問
合
先

　
別
府
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
☎
22
‐
５
１
１
１

交
通
災
害
共
済
の
加
入
受
付

　
平
成
25
年
度
交
通
災
害
共
済
の
加
入

受
付
を
２
月
よ
り
始
め
ま
す
。

　
４
月
以
降
も
途
中
加
入
で
き
ま
す

が
、
掛
け
金
は
加
入
の
長
短
に
関
わ
ら

ず
一
律
３
６
０
円
と
な
り
ま
す
。

　
共
済
期
間
を
最
大
限
利
用
す
る
た
め

に
も
３
月
29
日

（金）
ま
で
の
加
入
を
お
勧

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ
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自
衛
官
募
集

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

　
陸
上
自
衛
隊
の
音
楽
要
員
及

び
、海
上
・
航
空
自
衛
隊
の
飛
行

要
員
を
含
む
通
常
の
幹
部
候
補

生
コ
ー
ス

▼
受
験
資
格

○
20
歳
以
上
26
歳
未
満

○
22
歳
未
満
の
方
は
大
卒
、ま

た
は
卒
業
見
込
み
の
方

▼
第
１
次
試
験

　
５
月
11
日

（土）
、12
日

（日）

　
　
※
12
日
は
飛
行
要
員
の
み

【
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
】

　
自
衛
隊
の
衛
生
分
野（
病
院
勤

務
等
）で
活
躍
す
る
歯
科
医
官
及

び
薬
剤
官
コ
ー
ス

▼
受
験
資
格

○
20
歳
以
上
30
歳
未
満
で
歯

科
専
門
大
卒
、ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
方

○
20
歳
以
上
28
歳
未
満
で
薬

剤
科
専
門
大
卒
、ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
方

▼
第
１
次
試
験

　

５
月
11
日
（土）
、12
日
（日）

▼
受
付
期
間

　
２
月
１
日

（金）
～
４
月
26
日

（金）

▼
問
合
先

　
自
衛
隊
別
府
地
域
事
務
局

　
☎
24
‐
１
６
４
５

平成 25年度 児童クラブ新規申込開始・料金改定について

４月から保育所の延長保育に係るひと月の料金上限を撤廃します

　保護者が仕事などで、昼間不在になっている家庭の児童を対象に児童クラブを開設しています。４月から新規

で児童クラブへの入所を希望する方は、各児童クラブで申請を行ってください。

　○受付期間 ２月12日（火）～２月25日（月）

　○対象者 小学校１年～３年の保護者が仕事などで日中不在となっている児童

 ＊定員に余裕がある場合は６年まで可

　○利用時間 放課後から18時まで（延長は19時まで）

 ＊土曜日、春・夏・冬休みなどの休日は８時～18時（延長有り）

　○閉所日 日曜日、祝日、年末年始　＊クラブの都合により異なる場合があります

　○利用料金 月額5,000円（平成25年４月より）　＊延長保育料がかかる場合があります。

児童クラブ利用料の改定について
　児童クラブ利用料は平成10年に事業を開始以来、保護者の皆様の負担を考慮し、一度も改定されていませんでし
た。しかし、その間にクラブを利用する児童の数も増え、同時に運営費も年々増加してきました。
　国の示す児童クラブの仕組みは運営費の1/2を保護者が負担するものとなっています。現在、日出町では運営費全
体に対する保護者の負担割合は約30％（平成23年度各クラブ平均）にとどまり、各クラブとも安定的な運営が難し
くなってきています。
　つきましては、適正な利用者負担の観点と県内市町の状況などを踏まえて、平成25年４月より利用料を次のように
改定いたします。
現行（平成25年３月まで）　月額4,000円　⇒　改定後（平成25年４月より）　月額5,000円

■問合先　福祉対策課子育て支援係　☎73－3121

　平成24年度までは保育所の延長保育に係るひと月の利用料金を10回分（1,500円）を上限としていましたが、平成
25年度からはこのひと月の利用料金の上限を撤廃し、ひと月の利用料金を利用回数×150円と変更します。なお、
1回の利用料金150円に変更はありません。
　（変更前）1回150円。ひと月の利用料金の上限1,500円。
　（変更後）1回150円。ひと月の利用料金の上限なし。

■問合先　福祉対策課子育て支援係　☎73－3121

クラブ名 住　所 電話番号

72－8383

72－6747

72－7629

72－3557

募集人数

10名程度

15名程度
※新１年生のみ

15名程度

10名程度

さざんか児童クラブ
大神7092番地の５
（さざんか児童館）

川崎5066番地１
（川崎保育園）

日出町2125番地２
（日出保育園）

藤原5266番地１
（藤原小学校内）

かわさき児童クラブ

ひまわり児童クラブ

ふじわら放課後児童クラブ
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制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

こころの健康づくり講演会のお知らせ
　あなたやあなたの身近な人に、いつもと違う様子はありませんか？
　近年、失業・多重債務・健康問題・家庭問題など過度のストレスが心身に様々な影響を及ぼし、心の病気を引き
起こす事が少なくありません。
　うつ病・依存症・統合失調症など心の病気は誰もがかかる可能性があります。こころの不調は本人が自覚しづ
らく、受診もためらいがちです。早く気づいて、適切な治療につなげる事で早く回復に向かう第一歩と言われて
います。
　心の病気について正しく知る事で、あなたやあなたの周りの人のサインに「気づく」事ができます。多くの方
のご参加をお待ちしています。

日　時　２月18日(月)　 13：30 ～15：00(予定)

場　所　保健福祉センター　多目的ホール

内　容　「知っていますか？こころの病気(仮)」

講　師　大分ハート・ドア・クリニック
　　　　院長　繁野　正幸　先生

申　込　ご希望の方は２月14日(木)までに福祉対策課まで
　　　　ご連絡ください。（当日参加も可能）

申込・問合先　福祉対策課障害福祉係(担当：赤野)
　　　　　　 ☎73－3121

＜３月講演会のお知らせ＞

　３月は「笑い」と「こころの健康」につい
て講演会を予定しています。詳細は町報３

月号でお知らせします。

　多くの方のご参加をお待ちしています。

日　時 ３月９日(土) 13時～15時(予定)

場　所 日出町中央公民館　ホール

講　師 笑医塾塾長　高柳和江先生

テーマ ほほえみ処方箋(仮)

わらいじゅく

平成25年3月7日から津波警報が変わります
　気象庁では、平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震による津波被害の甚大さを考慮し、津波警報等の改善

に向けた検討を行い、新しい発表基準や情報文による津波警報等の運用を開始します。

●マグニチュード８を超える巨大地震の場合は、その海域における最大級の津波を想定して、 大津波警報や津波警

報を発表します。このとき、予想される津波の高さを、「巨大」、「高い」という言葉で発表して非常事態であることを

伝えます。「巨大」という言葉を見たり聞いたりし

たら、東日本大震災クラスの津波が来ると思っ

て、ただちにより高い場所に避難しましょう！

●大津波警報や津波警報が発表されている時に

は、観測された津波の高さを見て、これが最大

だと誤解しないように、津波の高さを数値で表

わさずに「観測中」と発表する場合があります。

「観測中」と発表されたら、これから高い津波が

来ると考えて警戒を続けましょう！

津波警報・注意報等の主な変更内容

津波警報・注意報等の主な変更内容

大津波警報

津波警報

津波注意報

予想される津波の高さ

高さの区分

10ｍ～

5ｍ～10ｍ
3ｍ～5ｍ

1ｍ～3ｍ

20cm～1ｍ

10ｍ超

10ｍ 巨大

高い

（表記しない）

5ｍ

3ｍ

1ｍ

数値での
発表

巨大地震の
場合の表現

津波から命を守るためには、
●強い揺れ、弱くてもゆっくりとした長い揺れを感じたら
●揺れがなくても、津波警報を見聞きしたら

津波警報等の変更内容等について、詳しくは気象庁ホームページをご覧ください。
問合せ先：大分地方気象台防災業務課 TEL 097-532-0644

すぐに避難！
津波警報改善
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町営住宅入居者募集
全４戸

■募集期間　２月１日(金)～２月15日(金)

■応募資格　次のすべてに該当する方

　

■抽 選　２月28日(木)10時～

　　　　 役場新館3階　331会議室

■申込・問合先　　

　都市建設課管理係　　☎73-3172

＜町営・仁王住宅＞ ２戸

所在地　日出町970番地

　　　　構　造　中層耐火構造

　　　　家　賃　17,200円～25,800円

　　　　駐車場　１台のみ（無料）

　　　　※浴槽、ボイラーは完備。下水道設備有。

＜町営・豊岡住宅＞ １戸
所在地　日出町大字豊岡6060番地29
　　　　構　造　中層耐火構造
　　　　家　賃　12,900円～19,300円
　　　　駐車場　１台のみ（無料）
　　　　※浴槽、ボイラーは入居者負担。
　　　　　下水道設備有。

＜町営・青津山住宅＞ １戸
所在地　日出町大字川崎4984番地
　　　　構　造　簡易耐火構造２階建
　　　　家　賃　9,300円～13,900円
　　　　駐車場　１台のみ（無料）

※浴槽、ボイラーは入居者負担。
　トイレは汲取り式。

①町内に住所を有する、または勤務先が町内に

あること。

②入居者の合算所得が年額1,896,000円以下で

あること。

③税金の滞納がないこと。

④入居者名義の持家がないこと。

⑤独立していて、他の者の扶養に入っていないこと。

⑥住宅に困っていること。

⑦入居者が暴力団員ではないこと。

12月分発注工事を報告します
＜西小深江汚水中継マンホールポンプ場施設工事＞
川崎西小深江地区で公共下水道のマンホール内に圧送
ポンプを設置する工事を行います。1.5kwポンプ２台
＜東部内野深江港線汚水管布設工事＞
川崎西小深江地区で公共下水道の本管を設置する工事
を行います。延長98ｍマンホール６ヶ所
＜町道下野線道路改良工事＞
藤原小学校に隣接する町道下野線の道路拡幅工事を行
います。延長37ｍ車道幅員８ｍ歩道２ｍ
＜町道五百水線舗装修繕工事＞
藤原自然郷地区の町道五百水線の舗装修繕工事を行い
ます。延長90ｍ面積518㎡
＜町道今村線配水管布設工事＞
藤原中部地区の町道今村線で上水道本管を設置する工
事を行います。延長167ｍ口径100mm
＜町道山田線配水管布設替工事＞
豊岡宮の下地区の町道山田線で上水道本管の布設替え
工事を行います。延長150ｍ口径100mm
＜国道10号配水管布設替工事＞
杵築日出警察署前の国道10号線に上水道本管の布設替
え工事を行います。延長141ｍ口径100mm

＜町道尖線配水管布設工事＞
川崎内野地区の町道尖線に上水道本管の布設工事を行
います。延長328ｍ口径100mm・75mm
＜町道臨港三号線側溝改修工事＞
川崎則次地区日出駅付近の町道臨港三号線の道路側溝
を改修する工事を行います。延長85ｍ
＜町道太田豊岡駅前線側溝改修工事＞
豊岡太田地区で辻間団地入口付近の町道太田豊岡駅前
線の側溝を改修します。延長94ｍ
＜町道上仁王団地線舗装工事＞
日出上仁王地区の上仁王団地線の舗装打ち替え工事を
行います。延長76ｍ面積366㎡
＜町道影平線道路舗装工事（１工区）＞
平道影平地区の町道影平線の道路拡幅工事が終わりま
したので舗装工事を行います。延長227ｍ面積1,200㎡
＜町道影平線道路舗装工事（２工区）＞
平道影平地区の町道影平線の新設区間の工事が終わり
ましたので舗装工事を行います。延長171ｍ面積1,000㎡
＜町道駅前住宅線道路改良工事＞
大神後村地区の町道駅前住宅線の路肩保護工事を行い
ます。５工区延長48ｍ
＜東部成行線汚水管布設工事＞
川崎則次地区の町道成行線で下水道の公共桝つなぎこ
み工事を行います。
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健　康
子育て
２月の休日当番医
　　　健康増進課	 ☎ 73‐ 3130

＊診療時間 9時～ 17時
＊��町報発行後に休日当番医が変更に
なる場合があります。各医療機関
や健康増進課にご確認ください。

２月の休日当番医
３日　矢野小児科医院	 72-1011
10日　鈴木病院	 73-2131
11日　サンライズ酒井病院	 72-2266
17日　大石内科医院	 72-2121
24日　岡田内科クリニック	 28-0101

３月の休日当番医
３日　日出中央医院	 72-2534
10日　日出児玉病院	 72-2724
17日　鈴木病院	 73-2131
20日　サンライズ酒井病院	 72-2266
24日　川崎診療所	 28-1611
31日　てしまこどもの杜クリニック	 28-0870

2 月の児童手当振込み
について
　
　２月定期払いの児童手当の振込
日は２月13日（水）です。
　今回の支払いは平成24年10月～
平成25年１月分の手当となります。
　登録されている通帳でご確認く
ださい。

■問合先
福祉対策課子育て支援係

☎ 73-3121

「おいしく食育講座」
　米粉を使ったおやつを作る「食育講座」を開催します。米粉で作られたも

のは、もっちり・さくさくとした食感で、小麦粉より油の吸収率が低く、揚

げ物にすると低カロリーです。調理実習で実際に作ってみませんか？

■日　時	 ２月20日（水）　10時30分～12時

■場　所	 保健福祉センター

■内　容	 「米粉を使ったおやつ」講和と調理実習

■人　数	 先着25名（参加費無料）

■持参物	 筆記用具・エプロン・三角巾・手拭いタオル

■申　込	 ２月13日（水）まで、電話にて受付

■申込・問合先	 健康増進課　73−3130

あなたと地域をつなぐ家庭訪問型子育て支援

ホームスタートひじ
○出かけるのが億劫で家にこもりがち

○子どもに泣かれるとつらい。いらいらするときがある

○下の子が産まれて、上の子と遊ぶ時間がなくて気がかり

○初めての子育てで、赤ちゃんとどう接したらよいか分からない

　～「誰かに聴いて欲しい…」そんな思いをお持ちのママのところに、先輩

ママが伺い、話を聴いたり、一緒に出かけたりします。

　６歳以下の未就学児がいる家庭に週に１度２時間程度、子育て経験があ

り、研修を受けたボランティアが訪問します。

　無料ですので、お気軽にお問い合わせください。

■申込・問合先

　ホームスタートひじ（社会福祉法人　日出町社会福祉協議会）

　☎090‐5292‐3853 

　メール　hiji-homestart@hiji-syakyo.jp

講 座 案 内講 座 案 内

離乳食教室を開催
　離乳食に関する相談や試食を行う教室を開催します。「どうやって離乳

食を始めたらいいの？」「進め方が分からない」という方は、是非、子どもさ

んと一緒に参加してみてください。前回からの引き続き参加もお待ちして

います。申込不要です。

　＊スプーンを準備していますが、使い慣れたものやエプロンが必要な方

はご準備ください。

■日　時	 ３月12日（火）　10時30分～11時30分

■場　所	 保健福祉センター　母子健康室

■対　象	 離乳食期（１歳６ヶ月頃まで）

■申込・問合先	 福祉対策課子育て支援係　☎73‐3121

講 座 案 内
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日出町地域子育て支援センター
� ☎28‐1212

●子育て広場・子育て相談・援助
　月～金 9時～ 16時
●赤ちゃん広場（0歳～ 2歳）
　5日（火）･12日（火） ･19 日（火）
　･26日（火） 10 時～ 12時
●エアロビクス教室（～就学前）
　8日（金）･22日（金）10時 45分～
●�バレンタインプレゼントづくり
　（0歳～就学前）14日（木）
　10時〜 12時　中央公民館
●�誕生会（0歳～就学前）
　18日（月）11時～
●�子育ておしゃべり会（0歳～ 2歳）
　19日（火）11時～
●�おひなさま飾りづくり（0歳～就学前）
　27日（水）11時～

日出町児童館� ☎72‐0323

●��親子リトミック教室（乳幼児・要申込）
　5日（火）11時～ 12時
●�ゆうゆう子育て講座①
　（子育て中の方・要申込）
　12日（火）10時 30分～ 12時 30分
　＊託児あり（定員制）
●たのしい絵本読み聞かせ（乳幼児）
　15日（金）11時 15分～ 11時 45分
●�ゆうゆう子育て講座②
　（子育て中の方・要申込）
　26日（火）10時 30分～ 12時 30分
　＊託児あり（定員制）
●WAKUWAKU つみきくらぶ
　（乳幼児）
　27日（水）10時 30分〜 12時

さざんか児童館� ☎72‐8383

●絵本の読み聞かせ
　4日（月）10時 30分～（乳幼児親子）
　9日（土）10時 30分～（小学生）
●赤ちゃん広場（０歳児・要申込・200円）
　8日（金）10時 30分～
●�手作りおもちゃで遊ぼう
　11日（月）9時～
●スマイル子育て相談会
　26日（火）10時 30分～　中央公民館
●�みんなで誕生日パーティ！
　（乳幼児親子・要申込・200円）
　28日（木）10時 30分～
�●親子グループ活動　10時 30分～
　0～ 1歳児　6・20日（水）
　　　2歳児　7・21日（木）
　3～ 5歳児　5・19日（火）

早期発見のためにも検診を受けましょう

がんになるのは２人に１人…
　日本人の死亡原因の第一位はがんです。２人に１人はがんになり３人に１人

はがんで亡くなっていると言われています。実際に日本では年間約 30万人の人

ががんで亡くなっています。

　しかし、がんは不治の病ではありません。がんがまだ１〜２ cm程度の時期、つ

まり早期に発見できれば、治癒率はぐんと上がります。ただし、早期のがんでは

自覚症状が出にくいため、早期発見のために年に１度がん検診を受けることが

大切です。

　日出町では、職場などでがん検診を受ける機会がない 40歳以上（子宮がんは

20歳以上から）を対象に、毎年４月から下記のがん検診を実施しています。

　　日出町で受けることができるがん検診

　  ◆結核・肺がん検診（胸部レントゲン）

　  ◆大腸がん検診（免疫便潜血検査２日法）

　  ◆胃がん検診（胃透視）

　  ◆子宮がん検診（視診・内診・子宮頸部細胞診）

　  ◆乳がん検診（マンモグラフィー・視診・触診）

※オプションとして前立腺がん検診や乳がんのエコー検査もあります。

　平成25年度のがん検診の日程・会場・申込方法については、回覧文書でご

確認のうえお申し込みください。

■問合先　健康増進課長寿健康係　☎73‐3130

   YOU&あいサンフェスタ
　障がいがある人もない人もその才能を互いに理解し、誰もが地域の一員とし

て一人ひとりを大切にする。そんな地域の絆を深めるイベントです。

◆日　時　：３月17日（日）　※事前申込が必要です。　

	 ウォークラリー　 定員200名〈受付〉9:30〈スタート〉10:30

	 グラウンドゴルフ 定員400名〈受付〉8:00〈スタート〉9:00

◆会　場	 ：住吉浜リゾートパーク（杵築市守江）

◆参加料	 ：１名300円（未就学児は無料、参加賞その他賞品あり）

◆申込受付	：２月１日（金）～２月28日（木）

◆申　込	 ：福祉対策課窓口にて配布しております申込用紙に記入のうえ、

	  提出もしくはFAXにてお申し込みください。

＊他にも、ふれあい動物ひろば、ふれあいマーケット、クラフト教室を予定して

います。

■問合先　福祉対策課障害福祉係

　　　　　☎73‐3121　FAX73‐2833

参加
者募
集！



新刊案内

２月の休館日
４日・10日〜16日・18日・24日・25日
　＊12日（火）～16日（土）は蔵書点検につき休館します

■ブーフーウーによる読み聞かせ
　　○とき　２月９日  （土）　 10時30分～11時30分
　　　　　　０歳～３歳向け
　　○とき　２月23日  （土）　 10時30分～11時30分
　　　　　　４歳～小学生向け
■FUMFUMによる読み聞かせ
　　○とき　２月22日  （金）　 11時～11時30分
　　　　　　０歳～５歳くらいまで
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「ペコロスの母に会いに行く」
岡野雄一：著　西日本新聞社：刊

　なあ、ユウイチ。ボケるとも悪か
事ばかりじゃなかかもしれん…。
62歳の漫画家が、父が亡くなっ
た年から「少しずつ忘れていく」
認知症の母との可笑しくも切な
い日々を淡 と々描く。

「私と踊って」
恩田陸：著　新潮社：刊

　稀代の舞踏家、ピナ・バウシュを
モチーフに、舞台を見る者と見られ
る者の抜き差しならない関係をロ
マンティックに描いた表題作をはじ
め、全19 編を収録。小篇「交信」は
本体表紙に掲載。『オール讀物』等
掲載を単行本化。

「『生きざま』 
 私と相撲、激闘四十年のすべて」
貴乃花光司：著　ポプラ社：刊

　私は横綱になるという父の
夢を果たすため、父の分け身と
しての人生を歩んできた。相撲
道、人生哲学、若貴ブーム、家族
のこと。「土俵の侍」と呼ばれた
平成の大横綱・貴乃花がそのす
べてを初めて明かした自伝。

「『ｉｐｓ細胞大革命』
 ノーベル賞山中伸弥教授は
 世界をどう変えるか」
朝日新聞科学医療部：著
朝日新聞出版：刊

　iPS細胞の発見はいかに世界を驚
かせたか。山中伸弥教授はどのよう
にそれを実現したのか。なぜ、彼には
できたのか…。朝日新聞科学医療部
記者が「21世紀最大の偉業」に迫る。

●行政相談
　ところ　役場新館3階333会議室
　と　き　２月５日（火）10時～15時
　問合先　総務課　☎73‐3150
　
●心配ごと相談
　ところ　役場新館3階333会議室
　と　き　２月12日（火）10時～15時
　問合先　福祉対策課　☎73‐3121

●心配ごと・行政合同相談
　ところ　川崎地区公民館
　と　き　２月19日（火）10時～15時
　問合先　福祉対策課　☎73‐3121

●障がい児・者等支援相談
　相談先　社会福祉法人「みのり村」
　　　　　�みのり障がい者生活支援センター

☎72‐2818

●障がい児・者生活支援相談
　相談先　�太陽の家障害者生活支援センター

☎72‐1682
　　　　　（受付時間：8時～ 17時）

●高齢者総合相談
　相談先　�日出町地域包括支援センター
　　　　（健康増進課内）☎73‐3115

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先　福祉対策課　☎73‐3121
　
●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎097‐545‐0110
　　　　　　　（24時間　365日受付）

●無料人権相談所
　相談先　大分地方法務局杵築支局　
　　　　　☎0978‐62‐2271

●法律相談　（要予約）
　ところ　日出町保健福祉センター
　と　き　�毎月第２・４火曜日（祭日の

場合は休み）13時30分～16
時30分

　費　用　30分につき5,000円
　　　　　（�収入が一定以下の方及び多

重債務の相談は無料）
　申込・問合先　大分県弁護士会
　　　　　　　　☎097‐536‐1458

定 期 相 談
萬里図書館　　　☎72－2851

図 書 館 だ より



腎臓内科

http://koumatu.or.jp/
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国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
03
‐
６
４
５
９
‐
４
６
６
１

青
年
国
際
交
流
事
業
に

　
　
　
　

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

平
成
25
年
度
に
実
施
す
る
青

年
国
際
交
流
事
業
の
参
加
青
年

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
内
容　
「
東
南
ア
ジ
ア
青
年

の
船
」「
国
際
青
年
育
成
交
流
」

「
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流
」等
。

▼
問
合
先

県
私
学
振
興
・
青
少
年
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
０
７
６

し
い
た
け
駒
打
ち
体
験

　

簡
単
な
講
義
の
後
、
１
組
に

つ
き
ク
ヌ
ギ
原
木
５
本
に
種
駒

１
０
０
個
程
度
の
打
ち
込
み
を

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
代
表
者
の

郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・

全
員
の
氏
名
を
記
入
の
上
、
は

が
き
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

▼
日
時

３
月
16
日
（土） 

10
時
～
12
時

▼
場
所　

山
香
町
大
字
野
原　

林
産
物
加
工
所

▼
募
集
人
員

15
組（
１
名
か
ら
可
）

＊
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

す
が
、
初
回
の
方
が
優
先
と
な

り
ま
す
。

▼
参
加
費　

１
組
１
、５
０
０
円

＊
原
木
５
本
と
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

２
月
１
日
（金）
～
20
日
（水）

▼
申
込
・
問
合
先

別
杵
速
見
森
林
組
合

☎
75
‐
０
２
８
６

大
学
奨
学
生
募
集

▼
出
願
資
格　

県
内
に
住
所
を

有
す
る
方
の
子
弟
で
、
学
校
教

育
法
第
１
条
に
規
定
す
る
大
学

及
び
短
期
大
学
に
在
学
し
、
優

秀
な
資
質
を
有
し
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
就
学
困
難
な
方

▼
出
願
期
限

４
月
19
日
（金）
当
日
消
印
有
効

▼
貸
与
月
額
及
び
募
集
人
員

【
一
般
奨
学
金（
１
年
生
１
２

０
名
程
度
・
２
年
・
３
年
・
４
年

生
若
干
名
）】

○
国
・
公
立　

（
自　

宅
）３
６
、０
０
０
円

（
自
宅
外
）４
０
、０
０
０
円

○
私
立
　

（
自
　
宅
）４
３
、０
０
０
円

（
自
宅
外
）５
１
、０
０
０
円

○
国
・
公
立
短
大

（
自
　
宅
）３
６
、０
０
０
円

（
自
宅
外
）４
０
、０
０
０
円

県
立
農
業
大
学
校
農
学
部
２
次

学
生
募
集　

　

農
学
部
の
学
生
を
２
次
募
集

し
ま
す
。

▼
試
験
日
時

３
月
21
日
（木） 

９
時
～
15
時

▼
場
所　

県
立
農
業
大
学
校

▼
募
集
学
科
・
定
員　

20
名
程
度

【
総
合
農
産
科
】
○
水
田
普
通

作
コ
ー
ス 

○
野
菜
コ
ー
ス 

○

花
き
コ
ー
ス 

○
果
樹
コ
ー
ス

【
総
合
畜
産
科
】

▼
修
業
年
数　

２
年

▼
願
書
受
付
期
間

２
月
20
日
（水）
～
３
月
15
日
（金）

▼
出
願
方
法　

出
願
書
類
の
直

接
提
出
か
簡
易
書
留
に
よ
る
郵
送

▼
出
願
・
問
合
先

県
立
農
業
大
学
校

☎
０
９
７
４
‐
22
‐
７
５
８
１

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員
募
集

　

郷
土
料
理「
だ
ん
ご
汁
」を
作

っ
て
食
べ
よ
う
！
参
加
無
料
・

要
事
前
申
込
。

▼
日
時

２
月
24
日
（日） 

10
時
～
14
時

▼
場
所

別
府
市
野
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

５
歳
児
～
小
４
年
生
ま
で
の
女
の
子

▼
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
布
・
飲
み
物

▼
申
込
・
問
合
先　

佐
藤

☎
22
‐
０
５
４
３

ち
び
っ
こ
探
検
学
校

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

全
国
か
ら
参
加
す
る
仲
間
と

の
共
同
生
活
や
様
々
な
野
外
活

動
を
通
し
て
、
友
達
作
り
の
楽

し
さ
を
知
り
、
助
け
合
い
や
積

極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
を

養
い
ま
す
。

　

ま
た
在
日
外
国
人
小
学
生
と

活
動
・
生
活
を
共
に
す
る
こ
と

で
言
語
や
習
慣
を
越
え
て
友
情

を
深
め
、
国
際
感
覚
を
身
に
付

け
る
第
一
歩
と
し
ま
す
。

▼
日
時

３
月
26
日
（火）
～
４
月
１
日
（月）

６
泊
７
日

▼
場
所

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

▼
定
員

日
本
人
小
学
生
２
０
０
名
・
在

日
外
国
人
小
学
生
１
０
０
名

▼
締
切　

３
月
６
日
（水）

＊
申
込
先
着
順
。

▼
出
発
地
・
参
加
費

福
岡
空
港
発
１
２
４
、０
０
０
円

▼
申
込
・
問
合
先

募 

集



消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151
速見郡日出町藤原1691番地1

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人 既存建物の耐震化工事行います
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▼
日
時

２
月
20
日
（水） 

13
時
～
16
時

▼
場
所　

県
行
政
書
士
会

▼
相
談
内
容

遺
言
・
成
年
後
見
相
談
・
不
動
産

関
連
・
内
容
証
明
・
各
種
許
認
可

申
請
・
そ
の
他

▼
問
合
先

県
行
政
書
士
会
事
務
局

☎
０
９
７-

５
３
７-

７
０
８
９

ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
解

雇
、賃
金
未
払
い
、労
働
条
件
等

の
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
、電
話
、来
所
で
の
相
談
を
無

料
で
お
受
け
し
ま
す
。

▼
日
時

２
月
18
日
（月）
～
24
日
（日）

▼
場
所　

県
庁
舎
本
館
７
階

▼
受
付
期
間

○
平
日　

 

９
時
～
20
時

○
土
・
日　

９
時
～
17
時

▼
電
話
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
６
５
０

▼
来
所
相
談
・
問
合
先

県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
４
１

民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所

　

暴
力
団
等
が
関
係
し
た
被
害

や
不
当
な
要
求
等
の
困
り
事
に

○
私
立
短
大

（
自
　
宅
）４
２
、０
０
０
円

（
自
宅
外
）４
８
、０
０
０
円

【
伊
藤
隼
・
マ
サ
代
・
孝
子
奨
学

金（
１
年
生
５
名
）】

○
国
・
公
立

（
自
　
宅
）５
０
、０
０
０
円

（
自
宅
外
）５
６
、０
０
０
円

○
私
立

（
自
　
宅
）５
９
、０
０
０
円

（
自
宅
外
）６
９
、０
０
０
円

▼
問
合
先
　
県
奨
学
会

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
６
２
０

相 

談

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

▼
日
時

２
月
１
日
（金）
～
28
日
（木）

▼
相
談
内
容　

遺
産
分
割
、
遺

言
、
相
続
分
な
ど
相
続
に
ま
つ

わ
る
問
題
と
登
記
手
続
＊
無
料

▼
相
談
窓
口

各
司
法
書
士
事
務
所

▼
問
合
先　

県
司
法
書
士
会

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９

無
料
行
政
相
談
会

　
住
民
の
皆
様
の
相
談
窓
口
の

１
つ
と
し
て
、
毎
月
第
３
水
曜

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

つ
い
て
、弁
護
士
、暴
力
団
担
当

警
察
官
及
び
暴
力
追
放
相
談
委

員
が
、
面
接
又
は
電
話
に
よ
る

相
談
に
応
じ
ま
す
＊
無
料
。

▼
日
時

２
月
22
日
（金） 

10
時
～
16
時

▼
場
所　

大
分
文
化
会
館

▼
電
話
相
談
・
問
合
先

暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議

☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
４
７
０
４

多
重
債
務
・
家
庭
問
題
等
に

　
　
　
　

関
す
る
無
料
相
談
会

　

多
重
債
務
・
家
庭
問
題
等
の

問
題
を
抱
え
る
本
人
や
家
庭
を

対
象
に「
法
律
相
談
」
や「
こ
こ

ろ
の
相
談
」に
関
す
る
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
要
事
前

予
約（
定
員
24
名
）

▼
日
時　

３
月
３
日
（日）

９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時

▼
場
所　

法
テ
ラ
ス
大
分

▼
受
付
期
間

２
月
14
日
（木）
～
３
月
１
日
（金）

▼
内
容

○
法
律
相
談

多
重
債
務
・
家
庭
問
題
・
自
死
遺

族
の
法
律
相
談
等

○
こ
こ
ろ
の
相
談

心
身
の
不
調
・
う
つ
病
・
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
症
等
の
精
神
疾
患
の

相
談
、
自
死
遺
族
の
こ
こ
ろ
の

問
題

▼
申
込
・
問
合
先

法
テ
ラ
ス
大
分

☎
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
２
０

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
相
談
会

　

ア
ル
コ
ー
ル
は「
依
存
症
」に

ま
で
至
っ
て
い
な
く
て
も
様
々

な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
を

引
き
起
こ
し
、
自
殺
の
危
険
を

高
め
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
３
月
の
自
殺
対
策
強

化
月
間
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
原

因
で
心
身
の
健
康
を
害
し
た
方

や
そ
の
家
族
を
対
象
に
酒
害
相

談
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

３
月
４
日
（月）
～
８
日
（金）

14
時
～
16
時

＊
前
日
ま
で
に
要
予
約
。

▼
場
所　

東
部
保
健
所

▼
問
合
先　

東
部
保
健
所

☎
67
‐
２
５
１
１

講 

座

理
学
療
法
士
の
は
な
す

　
　
　
　
　
　

ト
イ
レ
の
話

　

町
民
の
方
対
象
で
年
齢
は
問

い
ま
せ
ん
。
簡
単
な
お
し
っ
こ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
失
禁
予
防
の

体
操
等
を
楽
し
く
わ
か
り
や
す
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▼
申
込
・
問
合
先

パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出

☎
75
‐
８
６
３
７

食
品
衛
生
責
任
者

養
成
講
習
会　
　
　

　

筆
記
具
・
認
印
・
昼
食
を
お
持

ち
下
さ
い
。定
員
35
名（
要
予
約
）

▼
日
時

２
月
27
日
（水） 

10
時
～
16
時

▼
場
所　

日
出
総
合
庁
舎

▼
申
込
期
限　

２
月
22
日
（金）

▼
受
講
料

○
会
員　

５
、０
０
０
円

○
非
協
会
員　

８
、０
０
０
円

▼
申
込
・
問
合
先

速
見
食
品
衛
生
協
会

☎
72
‐
２
１
７
１

女
性
の
生
き
方

応
援
セ
ミ
ナ
ー　
　

　

日
々
の
く
ら
し
や
、こ
こ
ろ
・

か
ら
だ
の
健
康
の
た
め
に
役
立

つ
知
識
を
気
軽
に
楽
し
く
身
に

つ
け
ら
れ
る
、
女
性
の
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。受
講
無
料
。

▼
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

○
２
月
13
日
（水）

女
性
の
た
め
の
マ
ネ
ー
講
座

○
２
月
27
日
（水）

自
分
で
で
き
る
色
彩
セ
ラ
ピ
ー

○
３
月
14
日
（木）

女
性
の
た
め
の
護
身
術

▼
定
員　

各
講
座
20
名（
先
着
順
）

▼
託
児　

満
１
歳
以
上
就
学
前

の
お
子
様
を
対
象
に
、無
料
託
児

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す（
要
予
約
）

▼
申
込
・
問
合
先　

ア
イ
ネ
ス

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
８
８
７
４

食
の
講
演
会

　

家
庭
や
学
校
、保
育
所
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
様
々
な
立
場
の

関
係
者
を
対
象
に
、
い
の
ち
や

食
の
大
切
さ
に
つ
い
て
共
に
考

え
、
お
互
い
に
支
え
て
い
く
た

め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
19
日
（火） 

13
時
30
分
～
16
時

▼
場
所　

ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

▼
内
容　

食
育
の
実
践
活
動
紹
介「
育

ド
ル
娘
の
活
動
」

講
演「
食
卓
か
ら
始
ま
る
生

教
育
」

食
育
活
動
の
展
示

▼
問
合
先　

東
部
保
健
所

☎
67
‐
２
５
１
１

点
訳
・
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会

　

国
が
定
め
る「
障
害
者
生
活

訓
練
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
事
業
実
施
要
綱
」に
基
づ
き
、

く
行
い
ま
す
。

　

運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越

し
下
さ
い
。

▼
日
時

２
月
17
日
（日） 
10
時
～
12
時

▼
場
所　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
先

山
香
理
学
診
療
科
病
院

☎
75
‐
１
２
５
５

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ
ム　

「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

　

年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

有
料
託
児
あ
り
ま
す
。

【
デ
ジ
カ
メ
で
画
像
編
集
講
座
】

▼
日
時

３
月
１
・
８
・
15
・
22
日

10
時
～
12
時（
毎
週
金
曜
）

▼
場
所

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料　

３
、０
０
０
円

【
無
料
IT
相
談
】

▼
日
時

３
月
７
・
14
・
21
・
28
日

13
時
～
15
時（
毎
週
木
曜
）

▼
場
所

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
期
限　

２
月
22
日
（金）

短
歌 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
藤
原
　
目
代
み
や
子

朝
夕
の
冷
え
ま
さ
り
き
て
つ
わ
ぶ
き

の
ひ
と
群
れ
咲
け
る
庭
の
明
る
し

　
　
　
　
　
藤
原
　
廣
井
　
準
兵・

螽き
り
ぎ
り
す

明
る
き
部
屋
の
ガ
ラ
ス
越

し
短
く
鳴
け
り
秋あ

き
ふ
か深
む
夜
に

　
　
　
　
　
藤
原
　
木
付
　
順
子

曾
孫
来
て
笑
い
賑
わ
い
癒
さ
れ
て

帰
れ
ば
も
と
の
静
寂
に
い
る

　
　
　
　
　
日
出
　
杉
田
美
智
子

乾
き
た
る
胡
麻
を
逆
さ
に
振
り
た

れ
ば
雨
降
る
ご
と
く
白
き
実
の
落
つ

俳
句

　
　
　
　
　
日
出
　
定
平
　
勝
義

初
曾
孫
親
が
受
け
取
る
お
年
玉

　
　
　
　
　
日
出
　
永
松
美
知
子

介
護
す
る
手
を
暖
め
て
初
仕
事

　
　
　
　  

豊
岡
　
森
永
三
千
代

餅
花
を
飾
れ
ば
座
敷
は
な
や
ぎ
て

　
　
　
　
　
藤
原
　
岸
川
　
房
子

初
夢
に
巳
年
の
娘
ぬ
っ
と
出い

ず
　

　
　
　
　
　
日
出
　
大
野
　
仁
王

着
ぶ
く
れ
て
ホ
ー
ム
に
一
人
電
車

待
つ

　
　
　
　
　
川
崎
　
塩
出
千
鶴
子

幼お
さ
な
ご児
の
冬
の
日
だ
ま
り
笑
い
声

町
民
文
芸
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22

料
。事
前
申
込
制
。匿
名
可
。

▼
日
時　

３
月
７
日
（木） 

14
時
～
16
時

▼
場
所

県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

大
切
な
方
を
自
死

で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族

▼
締
切
日　

２
月
27
日
（水）

▼
申
込
・
問
合
先

県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！
最
低
賃
金

　

大
分
県
で
働
く
全
て
の
方
へ
。

意
識
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

昨
年
10
月
４
日
よ
り
最
低
賃
金

は
６
５
３
円
に
な
り
ま
し
た
。

▼
問
合
先　

大
分
労
働
局

☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
２
１
５

障
害
者
就
職
面
接
会

　

障
害
者
の
就
職
の
促
進
を
図

る
た
め
、
障
害
者
と
事
業
主
を

対
象
と
し
た
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時　

２
月
22
日
（金）

▼
場
所　

ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

▼
問
合
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23
‐
８
６
０
９

点
訳
又
は
音
訳
に
必
要
な
技
術

等
の
指
導
を
行
っ
て
、こ
れ
ら
に

従
事
す
る「
点
訳
奉
仕
員
」及
び

「
音
訳
奉
仕
員
」を
養
成
す
る
た

め
、県
点
字
図
書
館
に
て
講
習

会
を
実
施
し
ま
す
。受
講
無
料
。

希
望
者
は
、往
復
は
が
き
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会
】

▼
日
時

４
月
か
ら
平
成
26
年
3
月
ま
で

の
毎
週
金
曜
日
10
時
～
12
時

▼
募
集
人
員　

15
名
程
度

【
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会
】

▼
日
時

４
月
か
ら
平
成
26
年
3
月
ま
で

の
毎
週
火
曜
日
10
時
～
12
時

▼
募
集
人
員　

20
名
程
度

▼
応
募
期
限　

２
月
15
日
（金）

▼
申
込
・
問
合
先

県
点
字
図
書
館

☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
０
３
９
９

そ
の
他

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　

悲
し
み
や
つ
ら
さ
を
抱
え
て

暮
ら
す
ご
遺
族
に
、少
し
で
も
こ

こ
ろ
の
安
ら
ぎ
を
取
り
戻
し
て

い
た
だ
く
事
を
願
い
、気
持
ち
を

わ
か
ち
合
い
共
に
過
ご
せ
る「
つ

ど
い
」を
開
催
し
ま
す
。参
加
無

四
季
を
み
ん
な
で
歌
う
！

　

歌
い
た
い
方
、聞
き
た
い
方
、

大
人
も
子
供
も
、楽
し
く
明
る
く

大
き
な
声
で
、春
を
呼
ぶ
大
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
奏
で
ま
せ
ん
か
？
歌

詞
カ
ー
ド
は
準
備
い
た
し
ま
す
。

参
加
無
料
。コ
ー
ヒ
ー
・
抹
茶
・
緑

茶
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
あ
り
ま
す
。

▼
日
時

３
月
２
日
（土） 

10
時
～

▼
場
所　

中
央
公
民
館

▼
内
容

早
春
賦
・
花
は
咲
く
・
荒
城
の
月
・

故
郷
ほ
か
20
数
曲

▼
問
合
先

コ
ー
ル
さ
ざ
ん
か（
佐
藤
）

☎
73
‐
０
８
５
３

（　

）内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

赤
野
利り

お

な

緒
奈（
将
也　

太
田
）

大
本　

琉る

い生（
敏
行　

太
田
）

岡
庭　

愛ま

な奈（
真
一　

上
の
原
）

本
田　

佳か
り
ん鈴（

浩
介　

宮
の
下
）

細
川　

翔し
ょ
う
と人（
隆
文　

太
田
）

和
田　

祐ゆ
う
な奈（
聡　

西
の
二
）

遠
嶋　

志こ
こ
の乃（
勇
也　
辻
間
団
地
西

）

穴
井　

晴は
る
と大（

丈
士　

本
町
）

郡
司　

晴は
る
む陸（

貴
之　

本
町
）

安
東　

彩い
ろ
は葉（

貴
紀　

佐
尾
）

岩
﨑　

ち
ほ（
智
之　

上
仁
王
）

川
野　

莉れ
い
か耶（

雄
輝　

上
仁
王
）

中
原　

咲さ

ち智（
佳
洋　

上
仁
王
）

辛
嶋
愛め

い

さ

依
紗（
聡　

東
仁
王
）

阿
部　

実み

こ采（
浩
人　

堀
）

浦
部
真ま

な

み

愛
美（
崇
侍　

日
出
団
地
）

 

金　

美み

き輝（
髙
弘　

則
次
）

鈴
木　

遥は
る
と士（

誠　

内
野
）

二
宮　
　

脩
し
ゅ
う（
淳　

内
野
）

藤
川
乃の

え

る

恵
月（
健
太　

内
野
）

冨
山　

花か
の
ん音（

順
二　

内
野
）

藤
原　

美み
れ
い玲（

孝
昭　

北
大
神
）

河
野　

斗と
う
ま真（

陽
一　

照
川
）

（　

）内
は
行
年
・
地
区
名

吉
野　

子（
62　

高
平
）

二
宮
ケ
サ
ヱ（
99　

影
の
木
）

東　
　

信
也（
69　

仲
町
）

阿
部
ヱ
キ
ヱ（
89　

上
仁
王
）

土
居
ツ
ヤ
コ（
77　

西
小
深
江
）

青
井　

正
夫（
87　

内
野
）

御
手
洗
林
平（
84　

内
野
）

 

池　

豊
子（
101　

後
村
）

堀　
　

寛
子（
86　

中
村
）

河
野
ナ
ラ
子（
86　

三
尺
山
）

首
藤　

元
子（
100　

牧
の
内
）

＊
12
月
届
出
分（
敬
称
略
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う



■日時　：　平成 25年 2月 11日　9時受付開始

■会場　：　中央公民館 /町営体育館 /柔剣道場

■種目　：　囲碁ボール・フロッカー・卓球バレー等

■問合先：　生涯学習課　73-3156

ひまわりのたね
　スポーツ交流大会のお知らせ
子供から高齢者まで、いろんなニュースポーツを体験

できるスポーツ交流大会を開催します。参加はもちろ

ん、見学もできますので、皆さん会場までお越し下さい。

日出町にこにこ通貨日出町にこにこ通貨

■新規紙幣の発行の終了日　平成 25年３月 31日
　□牛乳パックの受付を含む、全ての紙幣発行を終了します。

■サービスの提供の終了日　平成 25年９月 30日
　□地域通貨の交換・使用など全ての業務を終了します。

　平成18年12月１日より地域通貨業を始め、６年が経過しました。平成22年12月には、住基カードでの
運用から紙幣タイプに移行し、利用者数の増加と地域通貨の循環に努めてまいりました。
　しかし、想定していた地域通貨の循環も見られず、利用者数も伸び悩やんでいることから、誠に勝手な
がら平成25年３月31日をもって新規紙幣の発行を終了することにいたしました。
　本事業をご利用中の皆様方に対しまして、深くお詫び申し上げますとともに、ご理解・ご協力のほどよろ
しくお願いいたします。

　なお、流通している地域通貨に関しまして、平成25年９月30日までは現行と同じサービスが提供されま
す。それ以降は地域通貨に関する全ての業務が終了いたしますのでご注意ください。
　有効期限が平成26年３月31日となっている紙幣（桃色）につきましても、平成25年９月30日までしか使
用できませんので予めご了承ください。

　日出町にこにこ通貨カレイをお持ちの方を対象に、町内のホテルペア宿泊券などが当たる抽選会を
行います。これが最後の抽選会になります。
　ぜひご参加ください。

平成25年３月31日をもって

　　新規紙幣の発行を

　　　　　　終了します。

地域通貨で素敵なプレゼントが当たる！！

カレイ通貨に関するお問い合わせは　政策推進課　☎73-3116

＜抽選券引換場所＞　政策推進課
＜抽選券引換レート＞
　500カレイで抽選券１枚と交換（特製エコバッグ付）
＜景品＞
　町内ホテルのペア宿泊券など地域通貨協賛企業から
　の景品28本

＜抽選券引換期間＞　
　２月１日（金）～３月29日（金）
＜抽選日＞　４月初旬
＜結果発表＞　　
　町報５月号及び４月中旬頃に町ホームページに
　掲載予定
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　奥様から「写真に写るときの顔

が怖い」と言われるという、金元正

生さんは、実際に話をすると人を

おしゃべりにさせてしまう聞き上

手の男性です。

　総合型地域スポーツクラブ「ひ

まわりのたね」の事務局長として、

スポーツ教室の企画をはじめ、協

力企業や会場提供、講師として力

を貸してくれる人などを求めて、

町内のみならず各地を駆け回っ

ています。取材に伺ったこの日も

杵築から帰ってきたばかりでし

た。

　『多種目・多世代・多志向』を柱に

活動を続ける総合型地域スポー

ツクラブ「ひまわりのたね」。ス

ポーツが盛んな日出町ですが、総

合型地域スポーツクラブの発足

は県内では遅い方で、発足前は

「既存団体との違いがわからな

い」と指摘する声もあったといい

ます。

　そこで、設立準備委員会のス

タッフが町内約1200 人にランダ

ムにアンケートを行いました。

　「好きな時に好きなように好き

なレベルでスポーツに取り組め

る環境が求められている」という

結果を受け「ひまわりのたね」は誕

生しました。新体操やライフル教

室など７教室から始まり、２年

経った今年は会員数約300名、13

教室を開くまでに成長しました。

　「スポーツは、する人・応援する

人・支援する人と、様々な関わり方

があって、多くの人が集まります」

と言う金元さんは、時間が許す限

り各教室に顔を出し、参加者の声

を吸い上げます。すると「場所があ

れば、私が健康体操を教えてもい

いよ」と声をあげてくれる人も現

れるそうです。

　参加者が体を動かし、身も心も

ほぐれリラックスした状態で出す

アイデアを受け止め、実現するた

め、金元さんは環境整備や組織の

構築に努めています。

　「スポーツを通じて集う場所が

あれば、地域の問題なんかも自然

と話し合えるようになると思うん

です。よそゆきの会議ではない、と

もに汗を流すことで生まれる関係

の中で、自然な意見のやりとりが

生まれる。スポーツにはそんな力

があると思います」。

　今後は、文化活動の充実や医療

費削減を最終目的にした高齢者

向けの太極拳やスポンジボール

テニスの教室も開講する予定だ

といいます。

　４月からはそれらの教室を含

む19 教室を開講予定で、申し込

みは３月中旬から開始するという

ことです。

日出町の人のうごき

（　）内は前月比
      　内は昨年４月１日比

世帯数 11,839 （－ 1） ＋ 119
人　 口 28,878 （－ 10） ＋ 88
　　　 男 13,824 （＋ 3） ＋ 47

　　　 女 15,054 （－ 13） ＋ 41

南端

豊岡

日出

藤原

川崎

大神

（±  0）

（＋  1）

（＋ 8）

（－ 17）

（＋ 4）

（－ 6）

320
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5,935

5,466

平成25年１月１日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口
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一緒に汗をかいたら、思っていることを正直に言えますしね

スポーツを通じて地域のことを考える

日出町総合型地域スポーツクラブ
ひまわりのたね　事務局長

金元　正
ま さ お

生さん（54）
（日出　上仁王）
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